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教材配信の場としての blog の活用 
川原 真生  志田 晃一郎  横山 孝典  吉田 国子 

高等教育でe-learning が導入されて何年か経ったが，いまだに高等教育機関での普及率は16.5%[１]と広く普及して

いるとはいえない．その原因を知るためe-leanringの現状を調べた．その結果，現在のe-learning はLMS（Learning 

Management System）を用いるものが主流であることがわかった．しかしLMSでは，使い勝手の悪さ，学習者同士や学習

者と指導者間のコミュニケーション形成のされにくさが問題となっている．この問題点を解決すればe-learningの普及

につながるのではないかと考えられる． 

そこで本研究ではこの問題点を解決するe-learningシステムとして使いやすく，ネット上でコミュニケーション形成

が盛んな blog に着目した．blog を使用するとウェブサイトを見るのと同じ感覚で学習でき，指導者側も簡単な操作で

e-learning 教材の作成や管理ができる．また blog にはコメント欄という気軽に使えるコミュニケーションツールが備

わっていて，教材と関連して活用することができる． 

本研究ではblogの機能をe-learning に活用し，e-learningのポータルサイトを作成・運用した．そしてblogを用

いたシステムが，LMSと比べて学習者・指導者双方にとって使いやすいかどうか，ユーザビリティ調査を行い検証した．

その結果使い勝手に関しては，blogのほうがLMSに比べ優位性があることが確認できた．コミュニケーション形成に関

しては，アンケートでは確認できなかったが，自由回答のインタビューによりblogのほうが教材に関して書き込みやす

いとの意見を得ることができた． 

 

キーワード：blog，e-learning，LMS，ユーザビリティ，IT英語 

 

１ e-learning とは 
e-learning とはコンピュータやネットワークなどの

情報技術を使い，これまでにできなかった学習を実現す

るものである．e-learningの初期段階(80-90年代) では，

CBT（Computer Based Training） と呼ばれる CD-ROM

を学習者に配布して学習するものが主体であった．しか

し，技術の移り変わりに対応できない，内容が退屈で反

復練習のものが多い，記憶媒体で配布されるので内容の

更新が大変などの問題点がありCBTは失敗した[２]．90

年代後半に入りインターネットの普及とともに，インタ

ーネットを利用した e-learning である WBT (Web Based 

Training)が登場し普及し始めた．新人社員研修への利用

等でコストの削減という点で企業での e-learning は成

功を収めた．しかし学校教育においては，元々それほど

コストがかからないためコストの削減による恩恵が受け

られなかった．また学校内におけるネットワーク環境も

整備されていなかったため，WBT の普及は企業に比べ大

幅に遅れることになる．2003年現在，インターネットを

活用した授業配信を実施している高等教育機関は

16.5%[１]と，教育現場でのWBTの普及は今なお進んでい

るとはいえない状態である． 

 

１．１ 現在のe-learning  

e-learningシステムは図１のように，利用者，指導者

などの学習環境，LMS，コンテンツから構成されている．

LMS は規模が大きいシステムで，大学の情報処理センタ

ー等によって管理され，専任の管理者が必要なことが多

い．LMS を使う場合，この管理者がユーザーID設定，科

目の登録などを行ってはじめて利用者が使えるようにな

る．コンテンツ作成ツールはLMSには含まれておらず，

別途オーサリングツール等でコンテンツを作成する．し

かしe-learningコンテンツを作るには，レイアウト等の

デザインセンス，ツールを使うスキルも必要となるため，

簡単には作成できない．よってコンテンツとして講義で

用いたパワーポイントやhtml文書，講義を収録したビデ

オなどを教材としてLMSに登録していることが多い．し

かし特にビデオ教材を用いたものは，長時間ビデオを見

るという単純作業により途中で飽きてしまい学習意欲が

継続されない．また復習の際，学習したい内容から見る

というように学習者主導で学習できないため，従来の
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CBT と同じようなものになりがちである．またビデオ収

録・編集も作業に時間がかかり大変である．e-learning

コンテンツは販売されている既製品もあるが高価なうえ

資格対策のような内容が多く，実際に講義に利用できる

ものは少ない． 

 

１．２ LMSを用いたe-learning 

大多数の教育現場で導入された e-learning のシステ

ムが，LMS (Learning ManagementSystem) と呼ばれる学

習管理システムである．このLMSは学習支援機能，コミ

ュニケーション機能，システム管理機能で構成されてい

る[３]．学習支援機能では，教材やテストを提供したり，

学習者の成績管理を行う教材管理，成績管理，進捗管理

などがある．コミュニケーション機能では，指導者と学

習者，学習者同士のコミュニケーションを支援する掲示

板，チャットなどがある．システム管理機能にはLMS全

体のセキュリティや，学習者の個人情報を管理する学習

者情報管理，障害管理などがある． 

LMS には多くの種類があり，現在全世界で使われてい

るものとしては webCT，Blackboard，日本で使われてい

るものとしてはその２製品以外に RENANDI，Internet 

Navigware などがある．また最近では，導入コストが低

いオープンソース型LMSも登場しており，全世界的には

Moodle，日本では東京大学のCFIVE，関西大学のCEASな

どが知られている． 

 

２ 従来の e-learning の問題点 
２．１ LMSを用いたe-learning   

従来のe-learningでは学習者登録，教材配信，学習履

歴管理，進捗管理などの高度な機能がついたLMSが使わ

れることが多い．しかしLMSを用いたe-learningには，

数多くの問題点がある．その問題点とは管理するのが大

変である，学習者が孤立してしまう，Q&A が蓄積されな

い，使い勝手が悪い，授業独自のスタイルに対応できな

いなどというものであり，これらがe-learningの普及を

妨げていると考えられる[４]．本研究ではこの中から特

に１. 使い勝手が悪い，２. 学習者が孤立してしまうと

いう２点に着目した． 

（１）使い勝手 
LMS の機能の豊富さは使い勝手を損なっており，学習

者，指導者ともに使いづらいユーザーインタフェースと

なっている．[５]で述べられている通り利用する前に

LMS の操作方法を覚える必要がありそのため学習効率も

悪くなっている．第１章で述べたように様々なLMSが開

発されてきているが，使い勝手の悪さはどの種類の LMS

にも共通している．また，商用型LMSは元からある機能

しか使用できず，カスタマイズ性が悪い．オープンソー

ス型LMSにおいても，ソースコードは公開されているも

のの，自由にカスタマイズするには，高度なプログラミ

ングスキルが必要である．カスタマイズの困難さはすな

わち各学校，講義の教育環境に対応できにくいことを意

味する．そのためe-learningシステムの仕様に沿った教

材を提供しなければならず，既存の教育環境からの移行

を難しくしている． 

（２）学習者の孤立 
LMSには掲示板，チャット，FAQなどの複数のコミュニ

ケーションツールがついているが，同じようなものが複

数用意されていることにより，使い分けが難しく書き込

み意欲を損ねてしまっている．またこれらのコミュニケ

ーションツールは，学習単元と連携しておらず，学習時

に教材内容を参照しながら疑問点を即座に書き込みにく

い．また，コミュニケーションツールが独立しているた

め，学習者から集められた質問・回答も教材と独立し，

Q&A 集として蓄積されにくい．これによって他の学習者

が学習時にQ&Aを参照しづらかったり，指導者も次回の

学習時に学生の意見を生かしにくいという問題が起こっ

ている．コミュニケーションツールが使われないので，

他の人の学習状況がわかりにくく，学習者は孤立してい

ると感じてしまう． 

 

２．２ CMSを用いたe-learning 

高度な機能を備えたLMSはe-learningの大きな普及に

はつながらなかった．その理由として，商用LMSの導入

図１ e-learningシステムの仕組み 

図２ RENANDI画面 
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コストが何十万円から何百万円と高すぎたこと，そして

高度な知識を備えた管理者，管理機関が必要だったこと，

導入企業のサポート無しにはメンテナンスができなかっ

たことが挙げられる．オープンソースLMSは，コストの

面は無料配布で解決されたが，高度なスキルを持つ管理

者が必要だということは改善されておらず，導入の敷居

は高いままである．また，オープンソースなので，ソー

スコードが公開され自由にカスタマイズできるが，導入

例が少ないゆえに，製品に対してのユーザーコミュニテ

ィが成熟されないことによりカスタマイズに関する情報

が蓄積されず実際には困難となっている．オープンソー

スの普及にはそれに関連する利用者コミュニティという

のがかかせない． 

このような背景から最近，教育用に特化していない

CMSを利用したe-learning研究が盛んである．CMSの持

つカスタマイズの柔軟さ，コミュニティ構築のしやすさ

が注目される理由である．CMS は初めから目的・用途が

定まっていないため，多くの利用方法がある．これらの

ソフトウェアは， LMS などのコースウェアと区別しワー

ルドウェアと呼ばれる[６]．教育現場でよく使われてい

るソフトウェアは，Word，PowerPointなどの教育用に特

化していないソフトウェアである．このワールドウェア

はコースウェアよりも柔軟で，様々な用途に利用でき，

なおかつ大きな市場を対象としたものである．よってサ

ポート，利用しやすさ，信頼性などがコースウェアに比

べて優れている．e-learning に用いられているCMSには，

無料で使用できコミュニケーションツールがついている

xoops，wiki，blog があるが，本研究では次の理由によ

りe-learning にはblogが適していると判断した． 

 

（１）Xoopsのe-learning適用時の欠点 
・フォーラムが主となる構成のため，教材が載せにく

い． 

・レイアウトのカスタマイズや機能追加が困難である． 

・教材がシステムに依存してしまう． 

 

（２）wikiのe-learning適用時の欠点 
・コース管理よりは，コラボレーションツールとして

の意味合いが強いため，教材とそれに対する意見の

区別がつきにくい． 

・wikiの利点は誰でも編集できることであるが，教材

が誰でも編集可能だと信頼性に欠ける． 

・投稿者権限の制限はできるものの，記事ごとなど個

別に制限できない． 

・レイアウトのカスタマイズが困難である． 

 

blog を利用すると教材はエントリ部に載せることが

でき，教材を作成するのは作成者のみに制限できる．ま

たエントリについているコメント欄がコミュニケーショ

ンツールとなり，教材と意見を区別できる．さらにレイ

アウトのカスタマイズは HTML の知識があれば簡単に出

来る． 

 

以上のようにCMSはe-learningに用いられ始めている．

近年blogにも教育現場からの注目が集まっているが，現

在の教育用 blog は指導者個人の日記や連絡板，レポー

ト投稿専用として使われることが多く，本研究のように

学習教材を提供する e-learning のポータルサイトとし

て活用されている事例は少ない[７]． 

 

３ 研究目的 
本研究では上記の背景を踏まえて blog の機能を

e-learning に活用し，LMS に代わる教材配信の場を作

成・運用する．そしてblogを用いたシステムがLMSと比

べて学習者・指導者双方にとって使いやすいe-learning

システムであるか検証する．blogはカスタマイズの自由

自在さよりMovabletypeを使い，パソコンの中身とアッ

プグレードの仕方を英語で学ぶという８単元の IT 英語

コース(表１)を設定した．この中から１単元選びLMSと

比較してユーザビリティ調査を行う．blogは「手軽さ」

と「つながりやすさ」がメリットといえる[８]．このう

ち前者はblogが簡単な操作でwebサイトを構築・管理で

きることを意味し，閲覧も直感的な操作でできることを

意味する．これにより２つの問題点のうち(1)使い勝手を

解決できる．後者はコメント欄やトラックバックという

コミュニケーションツールを物理的にも心理的にも手軽

に使えることを意味し，本研究では主に学習者が使うコ

メント欄に着目した．これにより(2)学習者の孤立を解決

できる． 

表１ IT English course シラバス 

1.PC shopping  Recognize types of PC and PC’s 

characteristics. 

2.Inside of 

computer 

Recognize the components 

inside of PC. 

3.Outside of 

computer 

Recognize the ports especially 

name， shape and basic feature.

4.HDD and memory Recognize types and details 

about memory and hard disk 

drive. 

5.CPU Recognize types and details 

about CPU. 

6.Removable media 

and video 

Recognize types of removable 

media and video card. 

7.Operation check Recognize of BIOS settings. 

8.Conclusion Conclusion. 
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４ blog とは 
blogは，web上に公開できる記録帳のようなものであ

る．内容は様々で，一般的なニュースに対してコメント

したもの，日常生活を書いたもの，ある１つのテーマに

ついて書いてあるものなどがある．blogを定義するのは

難しいが，blogの初期の定義に従うと「ウェブ上にある

興味深いコンテンツへのリンクとその批評を記した，定

期的に更新されているリストのこと」と定義できる．blog 

に必要なものとしては，時系列で述べられる（ページの

一番上に新着記事がくる），頻繁に投稿がある，記事中に

リンクがついている，執筆者の言葉で書いてあることな

どが挙げられる[９]．しかし，最近はこの条件があいま

いになっており，リンクが張られていないweb上の日記

についても blog と呼ばれている．大手 ISP（Internet 

service provider）がブログサービスを提供したことを

きっかけに日本でも徐々に浸透するようになり，2005年

３月現在ではユーザー数335万人[10]と日本でも普及し

てきた．最近ではblogは個人だけではなく，企業におけ

るマーケティングの場としても活用されている． 

 

４．１ blogの仕組み 

blogを作成するには，サーバーインストール型ツール

を使用するか，ISP が用意しているサービスを利用する

かの２つの方法がある．前者は別途blogを稼動させるサ

ーバーが必要となるが，カスタマイズ性が高い．後者は

サーバー設定等のスキルはいらないが，無料で作れるコ

ースを選択するとカスタマイズ性が低い．しかし blog

が作られる仕組みは両者とも同様で，記事投稿画面で記

事を投稿すると blog のエントリが１つ作られる．blog

はレイアウト部とエントリ執筆部が分かれており，投稿

した blog の記事が掲載されるときにレイアウトとエン

トリが一体となったサイトが生成される．この仕組みは

CMS(Content Management System) が持っているもので

blogはCMSの一種である．blogの閲覧画面を図３に示す．

図のように，更新された順に時系列に並べられるエント

リ部とサイドバーで構成される．サイドバーには最近投

稿されたエントリ一覧，エントリにつけられたコメント

一覧，リンク集などを載せることができる．サイドバー

の表示項目は簡単にカスタマイズできる． 

CMS(Content Management System) とは，webサイトの

コンテンツ，レイアウトの情報を一元的に保存・管理し

サイトを構築するソフトウェアのことである．従来 web

サイトを構築するには，コンテンツ作成だけではなく，

ページのレイアウト，ページ間のリンク設定などの作業

も行わなければならなかった．CMS を利用するとページ

間のリンク設定，ページへのレイアウト適用が自動的に

行われ，誰でも整ったレイアウトのページを作成できる．

また，CMS は図４のようにコンテンツ編集機能とレイア

ウト編集機能が分かれているため，コンテンツ製作者は

コンテンツ製作，レイアウト編集者はレイアウト編集と

分けて作業することができる．CMS には，blog，wiki，

xoopsなどの無料で使えるもののほかに，商用のCMS が

あり企業サイトなどでサイトの管理のしやすさ，サイト

編集の仕事の分担のしやすさを理由に利用されはじめて

いる． 

 

 

４．２ blogの持つコミュニケーションツール 

blog には現在２つのコミュニケーション手段が備わ

っている．コメントとトラックバックである． 

コメントはエントリの下に投稿欄がついており，気軽

に書き込むことができる．投稿の際に名前，URL，メール

アドレスを書くと投稿者がどんな人物か知ることができ，

オンラインコミュニティ形成に有効である．また，blog

のコメントがエントリと一体となることによってその記

事に関連するコメントが集まる．従来の掲示板と比べ話

題が重複しなく荒らしも起こりにくい．当初は，コメン

トスパムと呼ばれる海外サイトなどからの宣伝コメント

がついたこともあったが，最近はblogツールにコメント

スパム対策機能が備わってきており，これらのコメント

図３ IT English Course画面

(http://maoneko.main.jp/iteng/) 

 

図４ ＣＭＳの仕組み 
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スパムはあまり見かけないようになった． 

トラックバックは，図５で示すように他の人がその

blog を参照したことを示す自動リンク貼り付け機能で

ある．執筆時に参考にしたblogがあれば，そのblogの

トラックバックアドレスを載せて投稿作業を行うことに

より，相手のblogにトラックバックができる．トラック

バックをすると，相手のblogのトラックバック欄にblog

名とその記事の要約が通知される．従来リンクを張ると

きは，相手に許可を得る必要があり敷居が高かったが，

トラックバックを利用することにより，自動的に相互リ

ンクが実現される．しかし簡単に相互リンクが行えるこ

とにより，最近はblog内で引用されずに宣伝目的でトラ

ックバックを行う事例が増えており，トラックバックス

パムとも呼ばれるほど人によっては嫌悪されている．ま

たすべての blog にトラックバックが掲載されているわ

けではない．トラックバック，コメントともに記事に書

き込まれた時に，blogの管理者にメール通知する機能が

備わっており，管理者はすぐ閲覧者からのコメント，ト

ラックバックを確認できる． 

 

５ blog を用いたLMS の問題点解決手法 
５．１ 使い勝手の改善 

（１）blogの特徴 
blog は時系列表示で最新の情報がトップに表示され

るので，学習者が更新されたものにすぐ取り組むことが

できる．またカレンダーが標準で用意されており，日付

ごとに分かれている記事と連携し，復習の際に情報を探

しやすい．また全文検索機能がblog には備わっており，

これは学習者主導で学習ができる e-learning では必須

の機能といえる．そしてログイン機能を必要とせず，学

習者の抵抗感が少ない．またblogが普及したことにより

通常のwebサイトを見る感覚で学習できる． 

 

（２）カテゴリ機能の利用 
blog を e-learning に活用する際に重要なのがカテゴ

リ機能である．カテゴリは教材を載せるエントリを書く

とき設定でき，１つのエントリに複数のカテゴリを設定

することも可能である．また，blogのトップページには

カテゴリ一覧が表示され，見たいカテゴリを選択すると

そのカテゴリの教材だけが表示され，教材を探しやすい．

e-learningの場面では，多くの場合において単元名が最

初から決まっているため，カテゴリにその単元名を設定

すると記事の管理がしやすくなり，サイト全体の散漫さ

が出にくくなる．今まで多くのLMSでは教材，課題，Q&A

の間に単元ごとの関連性がなかったが，blogのカテゴリ

機能を利用すると，教材，演習問題，課題などにおいて

各単元ごとでひとまとめにすることができ，学習や復習

の際に利用しやすい．図６ではChapter 5 CPUの教材，

演習，テスト，テスト解説にChapter 5というカテゴリ

を設定させた様子を示している．これにより同じカテゴ

リの教材を一覧でき関連性が生まれる． 

 

 

（３）カスタマイズの柔軟さ 
多くのblogツールはソースコードを公開しており，サ

イトのレイアウト部分は XHTML で書かれているので，

html の知識があれば blog のサイドバーをカスタマイズ

するのは簡単である．またblog全体のレイアウトも，ト

ップページ，月ごとの表示，各記事ごとに分けて編集で

きるため，詳細なレイアウト変更ができる．また blog

自体は主にperlで書かれておりperlの知識は必要だが，

多くのLMS に使われているPHP や Java に比べると初心

者にとって敷居が低いので管理者の助けをあまり必要と

せずに指導者がカスタマイズできる．そしてblogの利用

者間で様々な改良が行われており，これらを簡単に（コ

ピー＆ペースト等の作業で）自分のblogに反映すること

ができる． 

図５ トラックバックの仕組み 図６ カテゴリ設定による教材同士の関連 
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（４）blogの最新の技術への対応しやすさ 
また，blogは最新の技術に対応できやすく，多くの注

目が集まっているRSS（RDF Site Summary）やpodcasting

という最新の技術を利用することができる．RSS とは，

ウェブサイトの要約をするXMLフォーマットであり，図

７のようになっている．このRSSを用いると教材に沿っ

た関連情報をblogのサイドに表示することができ，教材

と関連情報，応用事例を結びつけることが出来，生きた

教材が作成できる．また，blog自身がRSSを自動生成す

るので，e-learning教材の情報を，学習者が持っている

RSS に対応するソフトウェアで自動取得することができ

る．現在RSSを取得できるソフトウェアには，RSS リー

ダーやブラウザやメールソフトに内蔵しているものがあ

る（図８）．これにより学習者はサイトにアクセスせずに

更新情報を確認でき，学習し忘れなどを防げる．

Podcasting は音声データをウェブ上で配信したり，携帯

音楽プレーヤー用に DL できるようにしたもので，

e-learningでも使われ始めている．webを取り巻く環境

は現在新しい技術とともに進化しつつあり，web を用い

るe-learningも進化する宿命を負っている． 

 

５．２ 学習者の孤立の改善 

（１）blogの特徴 
LMS は定められた機能に，教材を当てはめざるを得な

いので，e-learning全体が画一的なものになり人間性が

見えにくい．blogのエントリには主に教材や演習を載せ

るが，もともと日記形式なため，テキストの重要ポイン

トなど指導者の生の声（参考文献や関連時事の雑談）も

同時に載せやすく人間性を出すことができる．この人間

性が見えることは，指導者の姿を，コミュニケーション

ツールを用いたやりとり以外の部分でも垣間見ることが

でき，教室型学習とあまり変わらずにe-learningに接し，

指導者に親近感を抱くことができることを意味する． 

（２）コメント欄 
コメント欄の特徴はコメントがエントリの下に表示さ

れることで，エントリと対応させて見られることである．

LMS の掲示板は，学習の場である教材画面と独立した場

所に置かれるため教材を見ながら質問を書きこみづらか

った．また質問ごとに話題のツリーが立てられることで

内容が重複したり，話題の管理がしにくく情報を探しに

くかった．そして掲示板の仕様上書き込みが少なかった

話題は過去に追いやられ質問を書き込みにくかった．そ

れに対しblogはコメントとエントリが対応するので，話

題が重複しない．また掲載後時間がたった話題でも書き

込みの盛り上がりには依存ししないため質問を書き込み

やすい．そして掲示板に比べ，議論の主従関係が無いた

め学習者同士の議論もすることができる．また，教材と

コメントが関連することにより自動的に内容に沿った

FAQ 集が出来上がり，学習時に他の人が書き込んだコメ

ントを参照することができる．これにより指導者にとっ

ても，学習者が書き込んだ質問事項等を次回の授業に活

用しやすい． 

（３）トラックバック 
トラックバックはblogの代表的なツールであるが，本

研究では用いなかった．その理由は，トラックバックを

使用するには学習者にblogを作らせる必要があり，それ

が手間になってしまう．そしてレポート等を参照する際

に見通しが悪くなってしまうからである．文献[11]の報

告のようにblogを学習者に作らせると，作成を続けてく

れない，自分のスペースになるので日記になってしまう

というような問題がある．また，トラックバック先をた

どって教材に関しての学習者の意見を参照すると，次々

と異なるblogを開く必要があり，教材と対応させて活用

するのが難しく，学習者同士のコミュニケーションもし

づらくなる．そして文献[12]で述べられているようにト

ラックバックには時間軸というものがコメントに比べハ

ッキリしないので，時間軸を意識して対話することがで

きない．以上よりe-learningにおいてはトラックバック

は有効に活用できないのではないかと考えた． 

 

６ blog の運用報告 
６．１ 完全オンライン型 

講義をネット上でのみ行う完全オンライン型では

blogは以下のように活用できる． 

（１）教材テキスト 
blogのエントリ上に載せる．エントリに載せたものが

そのまま教材コンテンツとなるので，blog のエントリが

増えれば増えるほど教材コンテンツが増えることになる． 

（２）レポート 
blogのコメント欄を用いる．標準設定の場合はコメン

図７ RSSの例 

 

図８ RSSリーダーの画面 



武蔵工業大学 環境情報学部 情報メディアセンタージャーナル 2006.4 第７号 

 

26 

ト欄に投稿された学習者のレポートが即時公開される．

模倣などを防ぐために提出日まで公開したくない場合は

指導者の認証後公開するように設定する．そしてレポー

ト提出日以降にすべてのコメントを公開することにより

学習者同士がレポートを参照できる．コメントの公開設

定はエントリごとにできるためコメント未公開時でも重

要な情報を表示させることができる．レポートの提出状

況は管理画面内のコメントの投稿画面で確認できる．ま

た，コメントが書かれた時に管理者にメール通知するこ

とができ，レポートをメールで確認することもできる． 

（３）テスト 
blogの機能だけではできないので，blogのエントリ上

にCGIを貼り付けて行うか，テスト作成ツールを使用す

る．Hotpotatoes [13] という無料で使えるツールがある．

本研究では，blogを用いた８つの単元からなる完全オン

ライン型のIT English courseを運営した．以下に実際

に活用したblog の利用法を述べる． 

 

・blogのエントリ：テキスト掲載，テスト実施，テス

ト解説，お知らせ． 

・blogのコメント欄：PCのアップグレードをさせるタ

スク（協調学習），タスクに対する応答，テキストに

関する質疑応答． 

・blogのサイドバー：参考文献掲載，シラバス掲載，

RSSを用いた関連ITニュース表示，英和辞書検索窓． 

blogでは閲覧制限をし，パスワードを入力させること

は標準の機能ではできないが，パスワード入力をさせる

CGI と組み合わせると可能である．しかしこのようにす

ると学習者がログインとパスワードを，閲覧の度に入力

する手間となり煩雑になる．また，教材コンテンツがオ

ープンにされないため，受講者以外のその講義の内容に

興味がある学生，次年度のためにどんな講義か知りたい

学生等が見られないという不便さを引き起こす．これら

の不便さはblogの利点を活かせないことを意味する．教

材コンテンツをオープンにする動きは，日本でも最近

OCW(Open course ware) 等の活動で盛んであり，

e-learning の発展にとって重要である[14]．OCW ではク

リエイティブコモンズを用いた著作権設定を行っている

が，blog のエントリもクリエイティブコモンズを設定す

ることができる．クリエイティブコモンズとは著作権所

有者が帰属，非商用，派生禁止，同一条件承諾の４ 項目

に関して採否を選択できるライセンスである． 

 

６．２ 講義並行型（ブレンディング型） 

講義並行型の講義でもblogは活用できる．本研究では

教員２名に，blogを講義のサポートとして利用していた

だいた．以下にその利用方法を示す． 

（１）「メディア概論」での利用方法 
・blogのエントリ：プレゼン発表順序の告知，特別講

義講師の紹介． 

・blogのコメント欄：プレゼン時のアンケート公表，

学生との質疑応答，特別講義レポート投稿． 

・blogのサイドバー：参考文献紹介． 

（２）「符号理論」，「オペレーションズリサーチ」での利

用方法 
・blog のエントリ：試験範囲説明，演習問題ダウンロ

ード，演習の回答． 

・blog のコメント欄：学生との質疑応答． 

・blog のサイドバー：参考文献紹介． 

 

７ 検証 
７．１ 調査方法  

本研究ではLMSとblogを被験者22名に両方使用して

もらい５段階評価のユーザビリティアンケートによる比

較調査と自由回答インタビューを行った．今回の実験で

は学習履歴管理などのLMSの進捗管理機能は使用せず，

学習者が普段学習に主に使用する機能に絞って検証した．

LMS は本学横浜キャンパスに導入済みの日本ユニシス社

のRENANDIを使用した．教材，テスト，感想投稿を被験

者にしてもらい感想は blog では blog のコメント，LMS

では掲示板を利用した．使い勝手と学習しやすさについ

て調査するため，ユーザビリティ評価は富士通＆イー

ド・ユーザビリティ評価スケール[15]，学習支援ツール

評価は機械システム振興協会作成WBT評価項目[16]，学

習姿勢評価はMERLOT(Multimedia Educational Resource 

for Learning and Online Teaching)[17]のものをアンケ

ート項目として使用した．また，指導者からの使い勝手

を調査するため，教員２名に４種類の講義でblogを作成

してもらい，インタビューを行った．アンケートデータ

は順序尺度の質的データであったため，ノンパラメトリ

ック検定であるウィルコクスンの順位和検定を用いて結

果を分析した．アンケート項目は次の通りである． 

Q1  このウェブサイトには親しみがわく． 

Q2  このウェブサイトではすぐに私の欲しい情報が見つ

かる． 

Q3  このウェブサイトの操作手順はシンプルでわかりや

すい． 

Q4  このウェブサイトはメニューの構成がわかりやすい． 

Q5  このウェブサイトでは操作に対してすばやい反応が

返ってくる． 

Q6  コメントを書くことができ，そのツールは使いやす

かった． 

Q7  有効な学習支援ツールがあり，充実していた． 

Q8  選択学習や繰り返し学習などの学習者主導の制御が
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できた． 

Q9  このサイトを使っていても疲れを感じない． 

Q10 このサイト（教材）を使うと学習効率が上がる． 

 

７．２ 検証結果 

その結果ユーザビリティに関しては「このウェブサイ

トの操作手順はシンプルでわかりやすい」(p=0.020)，「こ

のウェブサイトでは操作に対してすばやい反応が返って

くる」(p=0.003)，「このサイトを使っていても疲れを感

じない」(p=0.030)において，有意水準5％（p<0.05）で

blogの優位性が確認できた．本研究では前述のアンケー

トに加え，被験者への自由回答インタビューを行った．

以下に良く聞かれた意見を掲載する．なお良いと判断で

きるコメントには○を，悪いと判断できるものには×を

文頭に加えた． 

（１）blogについて 
○blogのほうは，すべてが同じ場所に表示できる点が

良かった． 

○LMSよりはblogの方がストレスなく学習できると思

う． 

○blog はサイトを見る感覚で学習できる． 

○blog のコメント欄のほうが LMS の掲示板と比べて

教材に関連して学習に対しての質問ができるので使

いやすい． 

×スクロールするのが面倒くさかった． 

×blog特有のトラックバックやパーマリンクが使用者

を混乱させる可能性が考えられる． 

×コメントを書いた後，縦に長くなってしまうので見

た目が悪い． 

 

（２）LMS について 
○掲示板はツリー表示のほうが見た目がよい． 

○こっちのほうがデザインがきれいでよかった． 

×ウィンドウが複数開いてしまったため，ブラウザの

戻るで前のページに戻れなく不便を感じた． 

×使いにくく，画面が多く変わるので操作回数が多い

気がする． 

×操作で迷うときがあった． 

×操作の際ストレスを感じる． 

また，本研究で講義サポートblogを使っていただいた

教員２名にインタビューをしたところ以下の意見を得る

ことができた． 

・自分の講義を俯瞰でき役立てそうだ． 

・学生の対応を見て授業の調整ができる． 

・従来のHPで作成していたものよりメンテナンスが楽

である． 

・授業中に時間がなくて説明できないこと（演習の回

答）などを説明できる． 

・e-learningというとシステム上にすべてを載せるも

のが多いが，blogで使用したように補助的使い方の

ほうがいい． 

・しばらく更新しないと過去のものが消えてしまい，

表示しておきたい部分とそうでない部分を設定でき

たらいい． 

・人間が主体と言うことを守ることができる．  

・教材のオープンを現状ではできないためセキュリテ

ィにどう対応できるのか． 

・数式や回路をblogに載せるのが難しい． 

 

８ 考察 
（１）使い勝手に関して 
Q3，Q5，Q9でblogの優位性が確認できた．しかしQ5

の「操作に対するすばやい反応」は実験時LMSのレスポ

ンスがとても遅く，これはLMSの作りこみと実験に使用

したネットワークの回線状況に依存するため，この結果

のように有意差が大きいのか今後さらなる検証が必要で

ある．優位性が確認できなかった項目に関しても，調査

人数を多くしたり，実験期間を長くすることにより確認

できる可能性もあるため検証の必要がある．また自由回

答において，blogのスクロール操作が面倒くさいとの意

見が多く得られたが個々のエントリに関してTopページ

へ戻る機能を加えたり，また過去のページを続けてみら

れるよう blog の最下部にナビゲーションをつけるカス

タマイズを行うことで解決できると考える．blog特有の

機能による混乱は，パーマリンクなどの用語を分かりや

すい語句（個別リンク）などに変えたり，使わない機能

は表示させない設定を行えば混乱を防げると考えられる．

このように blog のレイアウトの改良が必要な場合があ

るが，これはblogが持つレイアウト自由自在という利点

図９ アンケート結果 
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により簡単に実現できる． 

LMS については，クリック回数が多い点や次々と新し

いウインドウが開かれる点について不便さの声が多く聞

かれたが，今回実験に使用したLMS RENANDIでは両方と

も調整することができなかった．しかし他のLMSはこの

２点ともRENANDIよりは解消されていると思われるので，

他のLMSを使用した検証も今後は必要である．ただし，

この２点のことがまったく問題とならないLMSは，筆者

がオープンソース型のLMSの試用版を使用しても見つけ

ることができなかった．操作で迷うということについて

もLMSの種類によるが，どのLMSもユーザーインタフェ

ースが複雑であるといえる． 

（２）コミュニケーション形成に関して 
アンケート結果からは blog のコメント欄の優位性は

確認できなかったものの，自由回答においてblogのコメ

ント欄のほうが，LMS の掲示板と比べて学習の際に活用

しやすいということが確認できた．しかしコメント欄の

仕様上コメント数が多くなると，縦に長くなり見にくく

なるという意見もあったので，コメント欄を改良する必

要がある． 

（３）今後の課題 
blog自体の改良は，ネット上で配布されている拡張パ

ーツを用いて行うことができる．これらを使用すると携

帯電話でも閲覧できるようにしたり，コメント投稿者に

応答があった場合にメール通知することができるように

なる．このような拡張パーツは日々ユーザーによって開

発・蓄積されており，今後も様々な機能をblogに追加す

ることができると考えられる． 

教員へのインタビューでは概ね良い意見をいただけた

が，数式をblogに載せることなどが可能なのか，どのく

らい簡単な作業でできるのかを検討してみる必要がある．

また今回は筆者が開設しているものを使用していただい

たが，特定の管理者に依存しないで継続していくために

は，ISP 提供型のものを使用することも検討する必要が

ある．本研究で述べたblogのe-learningへの活用手法，

問題点解決手法はISP型のblogにおいてもレイアウトの

カスタマイズの自由自在さ以外は適用可能である．しか

し，サービスによってはユーザビリティが著しく悪いも

の（エントリが即時に表示されない等）やISPに依存す

る機能（閲覧の記録が付く）などがあるため，実際に採

用するにはそれぞれの特徴をよく調べなくてはならない．

また筆者が確認したところISP型のblogはメンテナンス

が頻繁に行われ長時間にわたり利用できないこともある． 

（４）まとめ 
e-learning ではコンテンツが蓄積されないという問

題もあるがこれは blog を使うと改善されると考えられ

る．blogのエントリ１つが１つのコンテンツとなり，エ

ントリを増やしていくことによりコンテンツが蓄積され

る．LMSを用いたe-learning は操作の難しさ等によりコ

ンテンツが蓄積されず開講講義も少ない．このままこの

現状を続けると活用されずに失敗となったCBTの二の舞

になってしまう． 

またe-learningはウェブ上で行うものなので，ウェブ

を生かした教材を作成・活用する必要がある．それが本

研究で挙げたRSSを活用した様々な手法である．またウ

ェブ技術は常に進化しており，ウェブを用いた

e-learningもその進化に遅れてはならない．そのために

は最新の技術を容易に採用できるシステムが望ましい．

blogは開発者・ユーザーともに新技術に明るい人が多い

ため，今後も最新の技術に対応できるようになると考え

られる． 

コミュニケーションを e-learning 上で行うというこ

とは最終的には学習者による．書き込むか書き込まない

かは学習者次第である．しかし書き込みやすい状況を作

ることは必要であり，本研究で述べた，教材と関連して

書き込みができる，コメントに対し素早く反応できる，

人間性を持った e-learning 教材とすることがそうした

状況を作る手助けになる．教材と関連してコメントをつ

けられることにより，指導者が学習者からの教材内容に

関する多くの質問に悩まされることもあるかもしれない．

しかし，こうして学習者を介して教材や教育全体を改良

していくというのは従来成し得なかったことである．

e-learningは初めに述べたとおり，情報技術を使いこれ

までにできなかった学習を実現するものである．

e-learningで行わなくてはならないことは，従来の授業

をそのまま配信するのではなく，試験等をウェブ上で行

うだけではなく，意識改革も含めた教育改革ではないか

と筆者は考える． 

従来e-learningにおいてLMSが扱えるスキルやインス

トラクショナルデザインなどの e-learning 特有の専門

知識が必要だとされてきた．しかしこのようなスキルを

習得するのは，LMS の操作の複雑さとインストラクショ

ナルデザインの難しさにより実際には困難である．

e-learning ではそうして皆が画一的なことを行うこと

よりも，できるだけ指導者・学習者の負荷を少なくして

従来の教育では出来なかったことを実現することのほう

が重要である．blogを用いるとそうした試みを手軽にす

ることができるのではないだろうか． 
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